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施
行
日
前
に
旧
電
波
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
放
送
を
す
る
無
線
局
（
電
気
通
信
業
務
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。）の
免
許
状
は
、
基
幹
放
送
局
の
免
許
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
に

係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
新
電
波
法
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
基
幹
放
送
局
の
免
許
状
と
み
な

す
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
者
は
、
施

行
日
に
、
無
線
設
備
等
の
点
検
の
事
業
の
み
を
行
う
者
で
あ
る
旨
を
新
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書

に
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

５

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
さ
れ
て
い
る
旧
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
は
、

無
線
設
備
等
の
点
検
の
事
業
の
み
を
行
う
者
で
あ
る
旨
を
新
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
に
記
載
し

た
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
と
み
な
す
。

６

施
行
日
前
に
旧
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
行
っ
た
当
該
登
録
に

係
る
点
検
は
、
無
線
設
備
等
の
点
検
の
事
業
の
み
を
行
う
者
で
あ
る
旨
を
新
電
波
法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
申

請
書
に
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
受
け
て
い
る
者
が
行
っ
た
当
該
登
録
に
係
る
点
検
と
み
な

す
。

７

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
波
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
て
い
る
登
録
証
は
、

無
線
設
備
等
の
点
検
の
事
業
の
み
を
行
う
者
で
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
た
新
電
波
法
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
交
付
さ
れ
た
登
録
証
と
み
な
す
。

８

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受
け
て
い
る
開
設
計

画
は
、
新
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
特
定
基
地
局
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
は
特
定
基
地
局
が
同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
新
電
波
法
第
二
十
七

条
の
十
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
開
設
計
画
と
、
新
電
波

法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
特
定
基
地
局
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は

特
定
基
地
局
が
同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
新
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二

項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
開
設
計
画
と
み
な
す
。

９

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
る
開
設
計
画

は
、
新
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
特
定
基
地
局
に
係
る
も
の

に
あ
っ
て
は
特
定
基
地
局
が
同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
新
電
波
法
第
二
十
七
条

の
十
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
、
新
電

波
法
第
二
十
七
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
特
定
基
地
局
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て

は
特
定
基
地
局
が
同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
新
電
波
法
第
二
十
七
条
の
十
三
第

二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
と
し
て
記
載
し
て
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
検
討
）

第
十
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
公
布
後
一
年
を
目
途
と
し
て
、
日
本
放
送
協
会
の
役
員
に
係
る
欠
格
事
由
の
在
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

２

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。

（
工
場
抵
当
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

工
場
抵
当
法
（
明
治
三
十
八
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
二
項
中
「
放
送
（
委
託
シ
テ
其
ノ
放
送
番
組
ヲ
放
送
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
含
ム
）」を「
基
幹
放
送
」に
、「
有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
四
号
）
ニ
謂
フ
有
線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
」
を
「
一
般
放

送
（
有
線
電
気
通
信
設
備
ヲ
用
ヒ
テ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
ヲ
行
フ
モ
ノ
ニ
限
ル
）」に
改
め
る
。

（
災
害
救
助
法
及
び
自
衛
隊
法
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
三
条
第
四
項
第
三
号
」
を
「
第
三
条
第
四
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

一

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
十
八
条

二

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
四
条
第
一
項

（
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
十
三
号
及
び
第
六
十
号
並
び
に
別
表
第
一
中
「
電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
」
を
「
電
気
通
信

紛
争
処
理
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
条
第
一
項
中
「
一
般
放
送
事
業
者
の
」
を
「
基
幹
放
送
事
業
者
（
放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百

三
十
二
号
）
第
二
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
を
い
い
、日
本
放
送
協
会
及
び
放
送
大
学
学
園（
放

送
大
学
学
園
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
を
い
う
。
第
百
五
十
二

条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
除
く
。
以
下
同
じ
。）の
」
に
、「（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
二
条
第

二
号
の
三
」
を
「
第
二
条
第
十
六
号
」
に
、「
同
条
第
二
号
の
五
」
を
「
同
条
第
十
八
号
」に
、「
一
般
放
送
事
業
者
は
」

を
「
基
幹
放
送
事
業
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
六
項
中
「
一
般
放
送
事
業
者
」
を「
基
幹
放
送
事
業
者
」

に
改
め
る
。

（
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
十
条

新
電
気
通
信
事
業
法
第
三
十
四
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
五
条
中
電
気
通
信
事
業
法
第
三
十
四
条
の
改
正
規

定
の
施
行
の
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
電
気
通
信
事
業
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧

電
気
通
信
事
業
法
」
と
い
う
。）第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
電
気
通
信
事
業
紛

争
処
理
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
施
行
日
に
、
新
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
電
気
通
信
紛
争
処
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
任
命
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
の
任
期
は
、
新
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
に
お
け
る
旧
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任
命

さ
れ
た
電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
の
委
員
と
し
て
の
任
期
の
残
任
期
間
と
同
一
の
期
間
と
す
る
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
電
気
通
信

事
業
紛
争
処
理
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
者
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
委
員
で
あ
る
者
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
施
行
日
に
、
新
電
気
通
信
事
業
法
第
百
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
又
は
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
委
員
長
の
職
務
を
代
理
す
る
委
員
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
の
委
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
そ
の
職
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て

は
な
ら
な
い
義
務
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
以
後
も
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
処
分
等
の
効
力
）

第
十
一
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
）
の
施
行
前

に
改
正
又
は
廃
止
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ
き
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
で
あ
っ

て
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
相
当
の
規
定
が
あ
る
も
の
は
、こ
の
附
則
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
も
の
を
除
き
、

改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
の
相
当
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
又
は
す
べ
き
も
の
と
み
な
す
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
二
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。）の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
第
八
項
、
第
六
条
第
五
項
、
第
七

条
及
び
第
八
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
法
律
の
施
行

後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
三
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経

過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。
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